
21

長期的な取り組み― 縦断研究のコツ

小特集

5年ぶりに会った Tくんは，私

の身長を楽々追い越し，声変わり

した声で，「あ，こんにちは」と，

首だけをちょいと前に突き出し

て，あいさつをしてくれました。

無愛想になる年頃。私は，そんな

様子が嬉しくて，でもうまく言葉

にできず，「大きくなったね～！」

を何度も繰り返していました。

私は，Tくんがお腹にいたとき

から小学 1 年生まで，おうちを

訪問して調査をさせていただいて

いました。定期的な調査が終わっ

てからもお母さまとはときどきや

りとりをしていたので，この久し

ぶりの再会がかなったのでした。

縦断研究は，協力家庭と連絡を

取り合う癖がつくせいか，調査期

間が終わってからも，何かきっか

けがあると，大きくなった子ども

たちやお母さまたちに再会できる

ことがあり，そのときの感慨深さ

といったら！　私としてはぜひお

勧めしたい研究法です。

縦断研究を計画する

私は親子のコミュニケーション

発達に興味があり，妊娠期から就

学時までの縦断研究に携わってき

ました。漠然とした縦断研究への

あこがれがあったのですが，親の

育児感情を研究している菅野幸恵

さん（青山学院短期大学）と話し

ているうちに勢いがつき，さらに，

指導教官の須田治先生（首都大学

東京）の後押しのおかげで数名の

学生（当時）を巻き込んで，「か

んがるぅプロジェクト」がスター

トしました。

縦断研究の計画を立てるとき，

まず決めることが，（1）ケース数，

（2）調査の頻度（間隔），そして

（3）調査期間です。ケース数が多

く，調査の頻度が高く，さらに，

調査期間も長ければ，研究として

は安心かもしれません。しかし，

研究者にとっても協力者にとって

も無理をしながらの引くに引けず

の状態になるかもしれません。調

査期間中に，研究者自身の生活や

仕事量の変化，さらに，病気など

の予想外の出来事で，同じペース

での縦断調査が維持できなくなる

こともあります。協力者も，職場

復帰や次子の出産や引っ越しがあ

ったり，幼稚園の役員を引き受け

たりなど，生活の変化に伴い，調

査が徐々に負担になってくるかも

しれません。

ケース数に関しては，協力者の

引っ越しなど中断ケースを見込ん

で少し多めに考えていいかもしれ

ませんが，それ以外については，

研究の目的に即した無理のない計

画のほうが，協力者・研究者とも

に心地よく調査ができ，データの

質を確保しながら，結局は長続き

します。

とはいえ，調査を始める前です

から，計画を立てるにも見通しの

つかないことも多くあります。そ

こで，ひとつお勧めしたいのが，

共同研究です。私自身，縦断調査

が進行しているなか，第二子の妊

娠，出産がありました。しかも，

妊娠の経過が悪く，調査に行ける

ような状態ではありませんでし

た。そのとき，共同研究者が交代

で，私が担当する家庭を訪問して

くれたのです。共同研究者には迷

惑をかけましたが，補い合うこと

ができる共同研究の強みも感じま

した。

協力者の募集

私たちのプロジェクトでは，妊

娠期のうちに協力者を募りたいと

考え，妊婦さんが集まる妊産婦教

室（プレママ教室，パパママ教室
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など名称はいろいろです）で募集

をさせていただきました。

募集に際して，調査協力依頼状

などひと通りの書類をそろえたも

のの，初めての出産を控え，子育

てのイメージがまだない妊婦さん

に研究について理解してもらえる

だろうかという心配がありまし

た。そこで，図 1 のような写真

付きのパネルを使って，どのよう

な調査をするのかについて説明し

ました。

出産を心待ちにしつつも，初め

ての子育てに不安もある妊婦さん

たちは，興味深そうにパネルを眺

めていました。「このくらいの年

齢でこんなふうに遊べるようにな

るのね」というイメージを持った

だけでなく，「研究といっても子

どもと普通に遊べばいいのね」と

理解していただけたようでした。

また，このプロジェクトは結果

的に長期の縦断研究となったので

すが，募集したときには，「ひと

まず，お子さんが 2 歳になるま

で」の研究として依頼しました。

ただし，「2 歳になったときに，

調査の延長をお願いするかもしれ

ません」とも付け加えました。そ

して，2歳になったときに，改め

て調査協力依頼を行い，承諾を得

られたご家庭は 5 歳まで延長し

ました。5歳でいったん終了した

のですが，就学後にまたまた 1

回だけの調査を依頼して，承諾い

ただけたご家庭を訪問することが

できました。

このように期間を区切って協力

依頼をしたことで，協力者はずっ

と先まで見通さなくても，目先 2

年ほどを考えればいいので，はじ

めから 5 歳までと依頼するより

承諾が得られやすかったと思いま

す。また，私たち研究者側も，何

年も先のことなど見えない状態で

したので，「延長をお願いするか

もしれないが，ひとまず 2 年」

という依頼はよかったと思います。

縦断研究での関係づくり

協力者との関係づくりは，私た

ちがいちばん意識してきたことか

もしれません。しかし，意識して

きたわりに，こうすればよい関係

が築ける！というような魔法の法

則は見つけられませんでした。

笑顔で接する，否定したり評価

したりしない，母親役割を押しつ

けないためお母さまのことは名前

で呼ぶ，研究者としてではなく

「子育てのなかま」あるいは「後

輩」として見てもらえるよう何度

もそれを言葉で伝えるなど，共同

研究者と話し合いながら試行錯誤

してきました。

縦断的なフィードバック

私たちのプロジェクトでは，分

析結果のフィードバックも縦断的

に行っていました。「かんがるぅ

親睦会」という対面での報告と，

「かんがるぅ通信」という紙面で

の報告です。親睦会はできるだけ

参加しやすいように，通信はでき

るだけ読んでいただけるように，

工夫をしながら，年に 1 回以上

のペースで行っていました。親睦

会での親視点ならではの感想がヒ

ントとなって，再分析を経ておも

しろい結果を得たこともあります。

フィードバックを定期的に行う

ことで，徐々に，協力者に研究へ

の興味を持っていただけるように

なったのではないかと思います。

普段の調査で家庭訪問をするとき

も，お母さま方の調査に対する態

度が徐々に変わってきました。初

めの頃は頼まれたから協力すると

いう受け身の「協力」だったのが，

興味を持って能動的に研究に「参

加」するという姿勢へと変化した

ように感じています。

「伴走」という視点

私は，このような協力者の参加

への変化を感じたことで，協力者

からみた研究者とはなんだろうと

考えるようになりました。

子どもの発達的変化に目をこら

し，子育ての話に耳を傾け，その

協力者の発達や子育てを追体験す

るのが私たちの仕事のように感じ

ています。たぶん，私たちは子育

ての「伴走者」として，時間軸を

共有し，隣でともに走る人です。

そして，伴走を支えているのは，

発達を見逃したくない，見逃して

はもったいないという気持ちかも

しれません。

あら，もう紙幅がありません。

私たちのプロジェクトの裏話を含

めた詳細は，『親と子の発達心理

学：縦断研究法のエッセンス』

（新曜社）をご参照いただければ

幸いです。

もそもそごそご
そ動いて，今日も
ごきげんそうです。
お母さんが，「お
はよう，今日もご
きげんね～」と話
しかけています。

絵本が大好き。今
日は，動物の赤ち
ゃんの絵本を読
んでもらいました。
お気に入りのペ
ージで，手をたた
いています。

支えられると，お
座りができるよう
になりました。や
わらかいボールを
手に持って，それ
を振って遊んでい
ます。

お母さんとごっこ
遊びです。お鍋の
ふたをパッと開き
ながら，お母さん
に見せているとこ
ろです。
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図1　協力者募集のためのパネルの例


